
彩夏到来 08 埼玉総体
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番 出 得 出場時間

号 場 点 成功 試行 成功 試行 成功 試行 ＯＦ ＤＦ 単位：分

4 後 藤 美 紀／ 0 0 1 0 3 0 0 2 0 1 1 0 1 0 9

5 外 山 優 子 - - - - - - - - - - - - - - ＤＮＰ

6 岡 本 彩 也 花Ｘ 21 1 4 8 12 2 2 1 2 3 3 0 0 0 40

7 水 島 沙 紀Ｘ 4 1 3 0 3 1 2 1 0 0 2 2 4 1 31

8 丹 羽 裕 美Ｘ 18 0 0 8 11 2 4 1 4 6 1 0 2 4 40

9 本 多 真 実Ｘ 3 1 4 0 8 0 0 2 2 8 2 3 0 0 40

10 梅 木 智 加 子 - - - - - - - - - - - - - - ＤＮＰ

11 大西ﾑｰｱﾀﾞｲｱﾝまどか - - - - - - - - - - - - - - ＤＮＰ

12 長 尾 咲 - - - - - - - - - - - - - - ＤＮＰ

13 村 瀬 瞳 子 - - - - - - - - - - - - - - ＤＮＰ

14 磯 部 夏 紀 - - - - - - - - - - - - - - ＤＮＰ

15 渡 嘉 敷 来 夢Ｘ 16 0 0 8 15 0 0 2 4 15 4 0 0 6 40

コーチ 井 上 眞 一 0 1 8 1

Ｘ
出場：×は先発、／は出場 62 3 12 24 52 5 8 9 13 41 13 5 7 11 200

／ 確率 計 54

番 出 得 出場時間 戦　評
号 場 点 成功 試行 成功 試行 成功 試行 ＯＦ ＤＦ 単位：分

4 阿 部 幸 音Ｘ 2 0 4 1 6 0 0 1 4 4 2 0 1 1 40

5 山 村 亜 衣 - - - - - - - - - - - - - - ＤＮＰ

6 濱 口 京 子Ｘ 18 3 8 4 18 1 2 2 6 3 3 2 0 0 40

7 樋 口 実 紀 子 - - - - - - - - - - - - - - ＤＮＰ

8 二 宮 美 里 - - - - - - - - - - - - - - ＤＮＰ

9 大 森 彩 乃Ｘ 2 0 1 1 7 0 0 1 3 6 1 2 0 0 40

10 倉 瀬 美 樹／ 4 0 2 2 9 0 0 1 3 3 3 0 1 2 38

11 苗 田 未 来Ｘ 18 2 8 5 14 2 3 1 1 5 0 3 0 2 40

12 村 上 直 子 - - - - - - - - - - - - - - ＤＮＰ

13 伊 藤 瑛 里Ｘ 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2

14 山 本 有 茄 - - - - - - - - - - - - - - ＤＮＰ

15 小 澤 美 咲 - - - - - - - - - - - - - - ＤＮＰ

コーチ 一 色 建 志 0 4 4 0
出場：×は先発、／は出場 44 5 24 13 54 3 5 6 21 25 9 7 3 5 200

確率 計 46 3P : スリーポイントシュート、2P : 2ポイントシュート、FT : フリースロー、OF : オフェンス、DF : ディフェンス、TO : ターンオーバー、ST : スティール、AS : アシスト、BS : ブロックショット
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副　審

第61回全国高等学校バスケットボール選手権大会

平成20年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール大会

平成20年8月2日(土) 準決勝

　全日本候補の＃１５渡嘉敷（桜花学園２年、埼玉県出身）、Ｕ－１８候補の＃４阿部、＃６濱口（聖カタリナ３年）と、いず
れも将来の日本バスケット界を背負っていくであろう選手を擁する両校の対戦は、昨年度の覇者（３冠達成）の女王桜花
学園に対し、聖カタリナが初の決勝の舞台への切符を手にするかという勝敗の行方以外にも、選手個々のプレーからも
目を離すことのできない好ゲームが期待された。
　第１Ｐ、両チームともハーフコートマンツーマンでスタート。互いにややかたさが見えるものの、桜花学園は＃８丹羽、＃
１５渡嘉敷の二人にボールを集め、インサイドからの攻撃と＃６岡本のタイミングの良いカットイン等で得点を重ねる。一
方聖カタリナは＃６濱口、＃１１苗田を中心に攻めるが、ゴール下の圧倒的な高さを攻めきれず、外からの３Ｐ等で得点を
つなぐが２５－１７で終了した。
　第２Ｐに入り、両チームの動きが鈍くなり、ミスも多くなり、シュートの精度も落ち、聖カタリナは５得点に留まり４０－２２で
終了した。
　後半に入り、聖カタリナはディフェンスを粘り強く頑張り、２度の２４秒オーバータイムを奪い、また、攻めては＃６濱口、
＃１１苗田が１対１で積極的に仕掛け桜花学園のファウルを誘うなどして得点を伸ばし、このピリオをド１１－１４と勝ち越
した。
　第４Ｐ開始直後の連続ゴールやディフェンスをオールコートゾーンプレス等に変えるなど、試合の流れを変えようとする
が、追いつくことは出来ず６２－４４で終了した。桜花学園の高さが最後まで聖カタリナを寄せつけない圧倒的強さを見せ
た試合であった。

Ｎコート　第２試合     

聖カタリナ女子

チームＢ

主　審 高橋　弘俊 (埼玉県高体連)

本庄総合公園体育館（シルクドーム)
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２分毎による得点の推移
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